
 

  

 

 ブログでも福寿園の日々の様子をお伝えしています。コチラから⇒ http://www.fukujyukai.jp  

撮りたてアルバム 年忘れ 餅つき会  

皆さんの夢、叶えます！ 思い出の紅葉 

みんなの笑顔 永遠のアイドル 

施設長通信 いつでも・どこでも・誰にでも思いやりと支える心を 

美味しい献立 まさに宝石箱 海鮮丼 
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１２月２７日（金） 

この日、園の三大行事の１つ、餅つき会が行わ

れました。（あとの２つは夏祭りと、長寿を祝

う会） 

会には石川県議会議員の安實様にも、ご臨席た

まわり、ご挨拶を頂戴いたしました。 

また、ご家族や、ボランティアの皆様、地元子

供会の皆様等、大勢の方々にご参加いただき、 

非常ににぎやかで楽しい会になりました。 

この日、ついた９臼分のお餅は、きな粉、あ

んこ、大根おろし、そしてお雑煮に仕立て、

いただきました。 

やはりつきたてのお餅は格別で、皆様とても

喜んで召し上がっていらっしゃいました。 

ご参加いただきました皆様、本当にありがと

うございました。    （文責：二ツ木） 

  

 

 



 

 

   

今回は、白山フロアの吉田カズミ様のエピソードで

す。吉田様は、赤や黄色に染まった秋の風景が、昔か

らとてもお好きで、紅葉のシーズンには、よく旦那様

と紅葉狩りに出掛けられていました。 

そこで今回、ゆっくりと紅葉を楽しんでいただこう

と、「吉野工芸の里」への、紅葉狩りドライブを企画し

ました。 

吉野工芸の里では周囲の山々が見事に色付き、雅やか

な風景を生み出していました。 

また大勢の方が観光に訪れており、たくさんの方から

吉田様はお声を掛けられ、終始ニコニコとした表情で

過ごされていらっしゃいました。 

帰りには、近くのお店でお大判焼きを買われ、園に戻

られてからゆっくりと味わっていらっしゃいました。 

ご家族も、吉田様が紅葉狩りに行かれたことをとても

喜んでいらっしゃいました。 

これからも、皆様の思い出を大切にし、毎日の暮らし

に彩りを添えられるように努めていきたいと思いま

す。              （文責：野村） 

今回は、加賀フロアの忘年会での入居

者様の素晴らしい笑顔を紹介します。 

加賀フロアでは、昨年末の忘年会で、

「カラオケ」と「くじ引き」を行いま

した。その時のカラオケでひときわ輝

いていたのが大工様です。大工様は郷

ひろみの大ファンで、特に「お嫁サン

バ」がお気に入りとのことで熱唱され

ていました。「郷ひろみはカッコイイよ

ぉ、ほんとシビレルわぁ。」と笑顔で話

して下さいました。またクジ引きでは

靴下が当たり、大変喜ばれていらっし

ゃいました。 

これからも皆様の笑顔を引き出せる企

画を、沢山考えていきたいと思いま

す。 

    （文責：吉川） 
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特別養護老人ホーム福寿園 

〒924－0836 

石川県白山市山島台四丁目 100 番地 

ＴＥＬ 076-276-3545 ＦＡＸ 076-276-3759 

ＨＰアドレス http://www.fukujyukai.jp 

Ｅ－ｍａｉｌ  fukujyu@po.incl.ne.jp 

 

福寿会の理念 

「福祉の心を社会のために」 

私達は施設を利用される方の個人の尊厳を保持 

し、日々充実した生活を送られるよう支援します。 

施 設 長 通 信 美 味 し い 献 立 

２ 月 の 予 定 

３日 （月） 豆まき ＰＭ 

６日 （木） 技能実習生評価試験 ＡＭ 

７日 （金） 喫茶ゆめ ＰＭ 

１２日 （水） 美味しい魚の日 昼食 

１８日 （火） 交流カフェ一福 13：30 

２０日 （木） ベーカリーふくふく 昼食 

 

フロア 手作りおやつ 活動日 

Ａ ２０日（木） 午後 21 日（金） 未定 14：30 

Ｂ １８日（火） 午後 20 日（木） ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 14：00 

手取 １３日（木） 午後 20 日（木） 風船ﾊﾞﾚｰ 14：00 

加賀 ２０日（木） 午後 26 日（水） 未定 14：00 

白山 ２０日（木） 午後 26 日（水） 風船ﾊﾞﾚｰ 14：00 

行事へのご家族の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

まさに宝石箱 海鮮丼 
園では食品衛生上、１１～３月の期間しか生
魚をお出ししていませんが、入居者の皆様か
らは、お刺身やお寿司のリクエストを多くい
ただきます。そこで今回は海鮮丼を提供させ
ていただきました。この丼は、皆様のご要望
にお応えし、ブリのお刺身が沢山のっている
のが特徴です。他に、いくら、ネギトロ、サ
ーモン、あなご、マグロがのっています。 

福寿園の令和元年のスローガン 

「いつでも・どこでも・ 

誰にでも思いやりと支える心を」  

いつになく雪のない新年を迎え、利用者の皆様とは

「足元の良い、いいお正月となりよかったですね。」

と新年のご挨拶をさせていただきましたが、なぜか

贅沢にも忘れ物をしているような雪のない寒の入り

を迎えております。皆様方におかれましても本年も

引き続きよろしくお願い申し上げます。 

さて、年度で言うと一年間の総まとめの時期にき

て、振り返りつつもラストスパートをかけていくと

きです。そもそも、なぜ、本年度のスローガンをこ

のように設定したかというと、皆様もご存じのよう

にこの福祉・介護の世界は人材不足の窮地に陥って

います。やむを得ず、離職していく人はいても、そ

れを補充できない。更には新規採用職員の求人にも

反応が乏しい、人員不足の現場はなるべく利用者様

への影響が生じないようにがんばる、しかしなが

ら、限界がある。そんな現状に求めるものは、一人

ひとりの相手に対する気遣いやおもいやり、お互い

様の気持ちに頼ることがまず大切かと思いました。

もちろん、それに甘んじることなく、業務改善など

の様々な対策は準備していますが、やはり、私達の

仕事は人間力を発揮していくべき仕事です。人とな

りがとても大切になってきます。まず、おもいやり

と支える心をもっての心のある福祉の人となってほ

しいと強く思っています。生産性、合理化、そのよ

うなことは、私達の世界では舞台裏に秘めておくも

のです。これも専門性です。決して古い考え、浪花

節ではないのです。福祉の仕事を深く理解するた

め、福祉の人となるべく人となりを形成するため、

そして、私達福寿園の職員はその専門性を備えて、

利用者様の幸せを追求したいと思っています。どう

ぞ、よろしくお願いします。 

（文責：施設長 端 久美） 

 


